
城西小学校だより 令和６年度 第１２号 令和６年 ９月１８日発行

赤穂市立城西小学校

〒678-0244

赤穂市城西町41番地

℡ 0791-42-0698

文責：北里 浩士

子どもの頃の記憶は、消えていくものもありますが、いつまでもはっきりと覚えているも

のもあります。６年生の時のことです。学校から自宅へ帰って、玄関で宿題をした記憶があ

ります。くつもぬがずに玄関にすわって、漢字ドリルの宿題をしました。５分くらいで宿題

を終わらせたあと、自転車に乗って、友達の家へ急ぎました。このような勉強の仕方が悪か

ったのか…、高校生になって、漢字を覚えることに苦労しました。６時間目が終わったあと

に残されて…、「補習（ほしゅう：居残り勉強）」で漢字テストを何度も受けた記憶がありま

す。今でも、「宿題は、やるだけでは、学力が付かない…」と反省しています。やはり、時

間をかけて集中しないと、覚えられませんね…。

さて、第１２号では、「時間をかけて読む」お話です。

ある物語の一文です。どのような場面を想像するでしょうか？

みんな くちを きゅっと むすんで

あたまが いたくなるほど かんがえました。
（灰谷健次郎：作 「ろくべえまってろよ」から引用）

この「ろくべえまってろよ」は、「ろくべえ」という犬が、あなに落ちてしまい、

「１年生のみんなで助けよう！」というお話です。「どうすれば、助けられるのか

…？」みんなで悩んでいます…。

★「みんなで」かんがえる

「くちを きゅっと むすんで」かんがえる

「あたまが いたくなるほど」かんがえる

↓ ↓ ↓

ただ「かんがえた」のではなく、かなり深く「かんがえた」ことがわかります。

物語は、ただ読むだけ（文字を読むだけ）では、楽しめません。少し言葉にこだわ

って読んでみると…、人の心がわかることがあります。その言葉から想像しながら、

読めるといいな…と思います。

毎日「読書をする」ことはむずかしいかも知れませんが、１週間に何回か、
心を落ちつけて、本を読んでみてほしいと思います。

（裏面もあります。）

しろっこだより



城西小学校のろう下には…

今、城西小学校のろう下には、「夏休みの課題」や「学習のまとめ」等が掲示されていま

す。夏休みにがんばったこと、日常の学習の深まりがよくわかります。

【台風クイズ】 【こんなことがあったよ】

【夏休みの絵画・研究】 【義士学習】

これらの他にも、「夏休みの工作・自由研究」「習字作品」等の力作がいっぱいです。

ご家庭でも貴重な経験ができたことをうれしく思います。

新しいＡＬＴ（Assistant Language Teacher）の先生を紹介します。

小学校では、外国語教育や国際理解教育のさらなる向上を目的として、外国語専科の先生

のほかに、ＡＬＴの先生にも指導をしていただだいています。

この９月に、新しいＡＬＴのデイビット先生が着任されまし

た。アメリカの東海岸ニュージャージー州から来られ、１２日

（木）には、生まれた町の名所やご自身のお気に入りなどを、

たくさん教えていただきました。

☆好きな食べ物は？ 日本食（すし、さしみ、すき焼き など）

☆趣味（しゅみ）は？ ギターをひくこと 読書 【デイビット先生】

☆日本で行ってみたい所は？ 京都

これから、アメリカのことをいっぱい教えていただきます

が、日本のことも伝えられるといいですね。


